
　秋田県ふるさと定住機構は、平成３年10月

の設立以来、秋田県の若者を中心とした人口の

県外流出の防止と県外からの流入促進を図るた

め、国、県などの関係機関と連携し、Ａターン

希望者や新卒者等の県内就職促進、職場定着に

向け、各種事業を展開しております。

　今年度は、様々な事業が新型コロナウイルス

感染症の影響を大きく受けておりますが、本稿

では当機構の主な支援事業を、コロナへの対応

も含めご紹介していきたいと思います。

〇Aターン就職と移住の促進

　ご存じの方も多いと思いますが、Aターンと

は、Ｕターン・Ｉターン・Ｊターンの総称で、

秋田出身の方もそれ以外の方もみんな秋田に来

て、秋田に住んでくださいとの願いを込めたオー

ルターン（All Turn）の“Ａ”と秋田（Akita）

の“Ａ”をかけたもので、平成3年から呼称し

ております。

　これまでのＡターン就職者総数の推移を見ま

すと、ここ10年ほどは年間1,000人程度で推

移しております。

　当機構では、県内企業と就職希望者をマッチン

グするシステムである「あきた就職ナビ」と

いうサイトを、県東京事務所内の「Ａターンプ

ラザ秋田」と連携して運営しているところです。

　Ａターン就職者のうち就職ナビ登録者数は

10年ほど前には100人台であったものが、近年

は300～400人台に増加しております。

　あきた就職ナビは、令和元年度からシステム

を一新しており、それまでは人手を介したシス

テムで求職者や企業の登録、また求人や応募は

メールやファックスで行っており、時間や手間

がかかるものでしたが、それが全てサイト上で

可能となりました。

　なおその際に、登録者全員に再登録をお願い

した関係で登録者が減少しておりますが、今年

10月１日現在で1,653人まで増加しております。

　また、登録企業は、10月１日現在で県内企業

445社となっております。マッチングは通常各

社が求人情報を掲載し、求職者がそれに応募す

る形で行っておりますが、それ以外にも、企業
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[Ａターン就職者等の状況]
（単位：人）

年　度 年度末
登録者数

Ａターン就職者総数

内登録者

Ｈ23 1,563 1,142 137

Ｈ28 2,705 952 292

Ｈ29 2,901 1,128 371

Ｈ30 2,678 1,134 410

Ｒ元 1,382 1,058 341
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から登録者に応募を働きかける「応募リクエス

ト」というものがあります。平成30年度は

313件1,071人、令和元年度は511件1,264人

の応募リクエストがなされており、企業側から

直接勧誘できるこの方法は、当システムの大き

な特徴となっています。

　次に、個別面談の機会の提供として、労働局、

県、秋田市等と連携し、Aターンフェアを開催

しております。令和元年度は、東京３回、仙台

市１回、秋田市２回の計６回開催しており、参

加企業、来場者とも年々増加しております。

　しかしながら、今年度は、新型コロナウイル

ス感染症の影響で、6回中4回が中止となりま

した。企業の皆さまに採用活動の機会を提供で

きず残念に思っております。

　そこで、少しでも面談機会を増やすよう、イン

ターネットを活用した面談会として「Aターン

webミーティング」を６月から11社開催し、

求職者22名の参加をいただいています（10月

14日現在）。またAターンフェアの代替として、

11月15日にはオンラインAターンフェアを開

催することといたしました。82社と多くの企業

からご応募いただき、鋭意準備を進めていると

ころです。

　県内企業の皆さまには、当機構のマッチング

システムやイベントをぜひ活用していただき、

人材確保につなげていただければと思います。

未登録の企業の方は、あきた就職ナビへの登録

をよろしくお願いいたします。

[Ａターンフェア開催状況]（各年度６回開催）
（単位：社、人、件）

年　度 延べ参加
企業数 来場者数 企業面談件数

Ｈ29 185 703 875

Ｈ30 308 1,081 1,305

Ｒ元 327 1,304 1,968

経営随想

あきた経済 2020.11 3



　そのほか、県内のＩＣＴ企業の人材確保のた

め、県の委託を受けて、東北各県の大学等を訪

問し県内企業の紹介や各大学でＰＲセミナーの

開催などを行っております。昨年度は109回の

訪問、23回のセミナー開催の実績がありました。

　今年度は、年度当初は学校訪問も制限されて

おりましたが、夏頃から訪問ができるようにな

り、またセミナーも順次開催可能になってきて

おります。

　移住促進につきましては、今年度から県の委

託を受けて、移住相談の対応や、移住システム

（秋田県移住・定住総合ポータルサイト“秋

田暮らし”はじめの一歩）の「秋田県移住定住

登録」登録者への情報提供等を、東京有楽町に

あります「Aターンサポートセンター」とも連

携して行っております。

　今年度は９月末までに301件の新規登録、

160世帯313人の移住完了確認、また581件の

相談対応をしております。

〇県内就職と職場定着の促進

　就職活動支援のワンストップサービスセン

ターとして、機構内にあきた就職活動支援セン

ターを、また大館市いとく内に北部サテライト、

横手市イオン内に南部サテライトを置き、労働

局委託による若年者地域連携事業、県委託によ

るキャリア応援事業を実施しております。

　労働局の委託を受けて、若年者地域連携事業

として、若年者の就職促進や職場定着を図るた

め、職業意識や社会適応力の啓発・向上を促す

講座等の開催や、職業指導や就職準備について

の支援を行っております。

　令和元年度は、就活アシスト講座などの就職

対策関係講座を60回、職業適性診断1,312人、

定着力向上のための企業説明会・職場見学会を

20回、新卒内定者に対する新社会人準備講座

20回、管理者及び若手職員を対象とした職場定

着セミナーを県内３カ所で開催しております。

　今年度は、新型コロナ感染症対策を十分行い

ながら、事業を開始しております。研修内容に

マスク着用時の面接対応やオンライン面接等を

加えながら進めております。

　なお、センター内には就職支援コーナーを設

置し、来場者が履歴書や職務経歴書などの作成

や職業適性診断に使えるパソコンを置いている

ほか、就職情報関係の書籍、ビデオ等を備えて

おり、多くの方にご利用いただいております。

　また県の委託により、キャリア応援事業とし

て、全年齢者層の就職に向けた課題解決のため、

コンサルタントによる個々人の特性や状況に応

じた専門的相談を行っているほか、セミナーや

学校でのキャリア教育などの集団指導も行って

おります。

　令和元年度は延べ5,541名の個別カウンセ

リングを実施し836名の就職につなげているほ

か、ハローワークでの就職支援セミナーを235回、

中学・高校でのキャリア教育を９回、各イベン

トでのセミナーやコンサルティングを18回実

施しております。また、今年度からは職場定着

支援策として就職後のフォローアップカウンセ

リングを行っております。

　今年度は、個別カウンセリングなどは前年度

と比べ比較的減少幅は小さいのですが、イベン

ト系は年度前半の回数が減少しております。そ

うした中、新たな取り組みとしてZoomによる

相談も開始したところです。
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〇今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響

でイベントの中止が相次ぎ、予定どおりの事業

実施が難しい状況でしたが、その分を個別の相

談対応で補い、また後半で例年以上に手厚く実

施しサービスレベルを維持したいと思います。

　また、これを機会に、Ｗｅｂによるイベント

や面接などを積極的に取り入れて、さらに利便

性の高い効率的な相談や支援体制を整えていけ

ればと考えております。最近では、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により、大都市圏の方々

のふるさと回帰の傾向が高まっていくと言われ

ています。そうした方々のあと押し役として、

求職される方々や県内企業の皆さまにより役立

てるよう、各種事業を実施して参りますので、

今後とも皆さまのご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。
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